
Aブロック
環境保全、被災地支援

1, 山形県 村山市

2, 長野県

3, 滋賀県 東近江市

4, 兵庫県 神戸市

5, 熊本県 高森町

Bブロック
子育て支援、人材育成、

移住・定住促進支援

6, 北海道 南幌町

7, 北海道 増毛町

8, 北海道 猿払村

9, 群馬県 下仁田町

10, 長野県 飯田市

11, 三重県

12, 兵庫県 姫路市

13, 岡山県 赤磐市

14, 熊本県 八代市

15, 熊本県 天草市

Cブロック
文化・芸術・スポーツ支援、

原材料産地支援

16, 岩手県 陸前高田市

17, 東京都 町田市

18, 新潟県 村上市

19, 富山県 南砺市

20, 長野県 東御市

21, 京都府 京都市

22, 奈良県 曽爾村

地方創生SDGs官民連携プラットフォーム
「企業版ふるさと納税分科会」（第８回）
『企業と地方公共団体のマッチング会』
地方公共団体発表資料（事業別）



Aブロック
環境保全、被災地支援

1, 山形県 村山市

2, 長野県

3, 滋賀県 東近江市

4, 兵庫県 神戸市

5, 熊本県 高森町





背景

現状の
課題

これまで
の取組

天然ジュンサイの里

・山形県村山市では、「じゅんさい沼」で江戸時代から収穫

・高級料亭でも使用される品質の良い天然ジュンサイ

・寒天状のヌルが多く、食感が良いと評判 ・希少な生物や植物も生育

収穫希望者や購入希望者が増加するものの・・・

天然ジュンサイの収量はピーク時の1/10

生育量の減少で収穫可能な期間も短縮

沼や周辺環境、収穫体制等を整備し、もっと

天然ジュンサイが収穫できるようにしたい!

天然ジュンサイを市の特産品の目玉にしたい!

山 形 県

村山市

・誰でも収穫できる「じゅんさい収穫チケット」を販売

・高齢化による採り手の減少をカバーし、収穫量アップ

・箱舟での収穫作業が、おもしろい体験だと人気に

事業の
目的

環境整備プロジェクト







滋賀県 東近江市 里山をいかした子育て環境づくり、人づくり事業

背景

事業の
目的

これまで
の取組

現状の
課題

・東近江市は、日本の1,000分の1モデル

・総合戦略には「戦略を実現するためのストーリー」がある

・そのひとつ「自然を最大限いかした子育て環境づくり」を！

・自然体験活動を通じて、自ら考え、行動する子どもを育成

・自然環境をいかした保育の担い手の確保

・子どもが地域に愛着を持つことにより、人口流出を抑制

・子育て世代の定着や移入を促進

・スキルを有する職員が少なく、さらなる拡大が困難

・里山保育は、子どもや市にとって重要と考えてくれる市民が、自然環境
をいかした子どもの育成に関わりたいと思っているが、スキルがない

・園の身近な自然に園児と出かけ、自然の楽しさを
伝えながら子どもを育成するスキルを有する市職員
が、本市独自の「里山保育」を実施（H27年度～）

・どの園でも実施できることがメリット

・市内全27園、5歳児約1,000人がいる中、2割の園児まで拡大









熊本県阿蘇郡高森町

【熊本地震復興】南阿蘇鉄道高森駅周辺再開発プロジェクト

背景

現状の
課題

事業の
目的

これまで
の取組

地域唯一の鉄道公共交通機関「南阿蘇鉄道」。平成２８
年（２０１６年）４月に発生した熊本地震により甚大な被害
が生じ、現在もなお、部分運行を強いられ、全線復旧まで
には２年以上を要します。

平成２８年（２０１６年）熊本地震の影響による地域観光産業の落ち込み

（観光客数） ※年平均
熊本地震以前：約８４万人 → 熊本地震以降約６０万人（地震前平均比△２９％）

（南阿蘇鉄道利用者数） ※年利用者数
（震災前年）約２５．７万人 → 令和元年約５．６万人（地震前比△７８％）

南阿蘇鉄道の熊本地震からの「創造的復興」を“Build Back Better”として推進！
→始発・終点駅「高森駅」周辺を地域観光の「玄関口」として再整備します

「くまもとアートポリスプロジェクト」により、
全国からプロポーザル方式で応募があった３９点の
提案の中から「南阿蘇鉄道高森駅周辺再開発グラン
ドデザイン」を作成（設計完了）

公開で開催した提案審査会

【新高森駅整備イメージ】



事業
内容

得られる
成果等

企業様に求めるもの等成果・目標

南阿蘇鉄道高森駅周辺再開発整備事業
①新高森駅舎の整備
②とにかく広いプラットフォームの整備
③快適な居場所となる交流施設の整備

〇高森町への入込観光客数
１００万人以上（Ｒ５）

〇南阿蘇鉄道年間輸送人員数
７万５千人以上（Ｒ５）

〇ＪＲ豊肥線へ南阿蘇鉄道運航列車の
乗り入れ実現（Ｒ５）

【南阿蘇鉄道沿線地域
公共交通網形成計画より】

●住民・事業者・行政・企業が連携した地域
公共交通の利用促進と需要創出における連携

●熊本地震からの復興のシンボルへ位置付け
される当事業への財政的支援

●過疎地域における新たな公共交通施策等の
体系整備の協働

近年全国各地で、自然災害による致命的な
鉄道被害が生じ、地域住民の死活問題となっ
ています。全国に先駆け、官民の資金協働に
より、公共交通機関の復興による地域づくり
にご支援をよろしくお願いし申し上げます。

最後に

熊本県阿蘇郡高森町

【熊本地震復興】南阿蘇鉄道高森駅周辺再開発プロジェクト



Bブロック
子育て支援、人材育成、

移住・定住促進支援

6, 北海道 南幌町

7, 北海道 増毛町

8, 北海道 猿払村

9, 群馬県 下仁田町

10, 長野県 飯田市

11, 三重県

12, 兵庫県 姫路市

13, 岡山県 赤磐市

14, 熊本県 八代市

15, 熊本県 天草市











【漁業と酪農の２大基幹産業を有しながらも】

人口がゆるやかに減少している

北海道猿払村 新産業創造プロジェクト

背景

現状の
課題

事業の
目的

これまで
の取組

【就労先の選択肢が少ない】

進学で村を離れた若者が戻らない

移住を希望される方の魅力的な受け皿が少ない

【新規就農者・企業誘致を目指して】

施設園芸の猿払モデルを構築する

17年 地方版IoT推進ラボに選定（経済産業省）

19年 猿払村IoT推進構想策定



事業
内容

得られる
成果等

成果・目標

◆施設園芸調査研究事業

施設整備、野菜・イチゴ等の栽培

◆食と健康のプロジェクト

村民の健康を食から向上

◆既存産業との連携

新商品開発、エネルギー対策等

◆施設園芸栽培システムの確立

◆村民の健康への展開

◆村特産品の新商品開発

◆企業・新規就農者誘致

◆村の保有する資源の利活用

企業に求めるもの

◆新産業事業化に向けて協働
マーケティング、産品開発
新・省エネルギー対策など

北海道猿払村 新産業創造プロジェクト

企業のメリット

◆新たなパートナーシップの構築
◆ＳＤＧｓへの取組みなどのＰＲ効果
◆地域資源を活かした新事業の展開

◆持続可能な
活力ある村の実現







飯田市 飯田下伊那地域で専門知識を学ぼうプロジェクト

背景

現状の
課題

事業の
目的

これまで
の取組

・本地域には４年制の大学が無い。
・高校３年生は卒業と同時におよそ７割が他地域へ進学、若しく
は就職。

⇒外に出た学生の内、飯田に戻ってくるのはそのうち３割程度。

魅力のある大学・就職先がないことによる、若者の人材流出

・高度人材（修士生）の輩出と、
地域内企業への人材誘導・確保

・産学連携による研究・技術開発の促進

・平成29年４月「信州大学航空機システム共同研究講座」開講
【学問領域が国内で唯一】

・平成31年１月「エス・バード」オープン
【航空機の環境試験機器が国内で唯一】

・学生の増加
・地域産業の活性化









これまで
の取組

姫路市・スマート市民農園事業

・農業分野におけるＩＣＴに長けた人材の不足
・令和２年度からプログラミング教育が必修化
されたが農業分野に向かうものがない

・農業分野のＩＣＴに対する若年層の関心喚起

・農業従事者の高齢化
・耕作放棄地の拡大
・世界的な農業ＤＸの進行

・農業分野における
ＩＣＴ人材の育成

事業の１年目 （各事業の研究・開発・準備）
・書写養護学校（中高生）との協議に着手
・農業版ＳＴＥＡＭ教育用カリキュラム作成に着手
・近畿大学農学部に研究委託
・東京大学大学院新領域創生科学研究科との情報交換

背景

現状の
課題

事業の
目的

農業用ロボット
Farmbot Genesis

・ＰＣから遠隔操作可能
・ハード&ＯＳ共オープンソース

水やり機能

種植え機能

カメラ機能 ソーラーでオフグリッド化













熊本県天草市・マグネットシティ構想事業

・若者世代の転出超過。
・１次産業をはじめ産業全般の後継者不足。
・働く場所はあるが、雇用に結びついていない（若者のニーズに合う企業が少ない）
・生産地のポテンシャルは高いが、付加価値の付け方、営業力が弱い。
・大学がなく高等教育機関が弱い。

主要産業は、農林水産業の一次産業及び観光業。
移住施策は県内トップの実績（年間100人前後）を誇るが、
地元定着については、若者世代の転出超過が大きく、地域の
過疎化が進んでいる。

天草の未来を担う人材を確保し、活気のある持続可能な街を目指す。

・雇用の場を維持創出するために、天草市起業創業・中小企業支援センターAma-biZを設
置。
・少量多品種の産品を全国へ発信するため地域商社として天草宝島物産公社を設置。
・移住定住促進を図るため、移住定住サポートセンターを設置。
・地元就職足の為、市内において合同企業就職説明会を開催（年２回）
・起業の促進、地元愛醸成のため、京大と連携し、天草宝島起業塾（高校生・一般）を開催。

背景

現状の
課題

事業の
目的

これまで
の取組





Cブロック
文化・芸術・スポーツ支援、

原材料産地支援

16, 岩手県 陸前高田市

17, 東京都 町田市

18, 新潟県 村上市

19, 富山県 南砺市

20, 長野県 東御市

21, 京都府 京都市

22, 奈良県 曽爾村



























曽爾村 漆と茅葺きのある風景・技を次代につなぐ「そにのわ」

背景

現状の
課題

事業の
目的

これまで
の取組

絶景に息をのむ茅場「曽爾高原」や漆文化発祥とされる土
地柄を有する村だが、人口減少が進む中、固有の伝統文化
や農林業が衰退しつつある。

・曽爾高原はススキ（茅）の植生が悪化しているが、
改善のための知見・ノウハウ・人材が不足

・漆の植栽・育林を進めていくためのノウハウ・人材が不足

「曽爾高原復活プロジェクト」
「山と漆プロジェクト」

・曽爾高原の伝統行事の維持、植生復活のための試験実施
・漆の森の再生に向けた植樹・育林・関係人口の形成
・知恵・ノウハウを蓄積し、持続可能な仕組みを構築模索

茅と漆のある原風景を村に取り戻す
日本の伝統文化を守り継ぐ・担い手を育てる






